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岡林 潤（スペクトル化学研究センター 准教授） 

2016年度 4月から理学部ニュースの編集委員と
なり，初めて編集を担当しました。今までは理
学部ニュースをぱらぱらと読む程度でしたが，
編集委員になって，編集の大変さや今まで蓄積
されてきた編集ノウハウなど，いろいろ勉強に
なっています。1969年からの歴史のある理学部
ニュースでは，その時の理学部の情報がわかり，
それが歴史の 1編を刻んでいることが分かりま
す。また，各号に対してご意見，感想をいただ
くこともあり，編集する側にとっての励みにも
なり，身が引き締まる思いであります。旬な理
学部の情報を判りやすくお伝えできるように，
楽しみながら編集作業をしていきたいと思いま
す。これからも皆様のご協力の程よろしくお願
いいたします。
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理学部ニュースではエッセイの原稿を募集しています。自薦他薦を問
わず，ふるってご投稿ください。特に，学部生・大学院生の投稿を歓
迎します。ただし，掲載の可否につきましては，広報誌編集委員会に
一任させていただきます。ご投稿は rigaku-news@adm.s.u-tokyo.ac.jp まで。

国際ツメガエル委員会
（International Xenopus Board）
からの「表彰状」。ガード
ン博士の直筆の文には，表
彰式で司会者が読みやすい
ようにと，次の文が添えて
あった。
―― Dear Shiokawa

I would like to congratulate 

you on your total commitment 

to supporting the Xenopus 

meetings from the first one 

until today．With best wishes, 

クレタ島の国際ツメガエル会議と「17連続発表」
塩川 光一郎（東京大学名誉教授／帝京大学  客員教授）

　2016年8月28日（日）から9月1日（木）まで
開かれた第1 6回国際ツメガエル会議（1 6 t h 

Xenopus Conference）に出席のため，ギリシャ
のクレタ島を訪問した。若い頃はセミナーをしながら学会
前後で研究仲間の家を泊まり歩くのが常だったが，今回は
75歳という年を考えて福岡・クレタ島往復に留めた。途中，
アテネ空港で荷物が届かず2日後にクレタ島で受け取るとい
うハプニングはあったが，ともかく無事に帰国。私は以前
から，（1）カエルの発生過程では遺伝子発現は卵割期から
「起こる」（注：1982年の超有名な論文以来世界中の研究者は
「胞胚期まで起こらない」と信じてきたが，最近追試も成さ
れ私の説が認められつつある），（2）卵にはアポトーシスの
しくみがあり，胞胚期に異常な細胞をチェックし除く，（3）
ホリスタチン，アクチビン受容体，アルドラーゼ，メチル
化酵素そのほかの遺伝子を単離解析した，（4）卵のポリアミ
ン代謝を調べた，などと発表してきた。今回は学生時代か
らの研究をまとめ，当時の仲間（福岡大の三角佳生，九州大
の田代康介両博士）と共著で「rRNA遺伝子の発現が卵割期
でなく胞胚期に始まるしくみ」について発表した。
　学会最後の夜に優れた発表を行った若者の表彰があった。
その後突然に「今回は特別賞がある」とアナウンスがあり，
私の名がよばれた。実は，私は1984年に米国ヴァージニア
で開かれたツメガエルの学会に日本からはただ一人参加し，
「ツメガエル初期胚のrR NA合成阻害因子（1981年日本動物
学会賞）」について発表していた。この会はアメリカ国立衛
生研究所（National Institutes of Health）のイゴール・ダヴィッ
ド（Igor B. Dawid）部長が「今がそれを開催する正しい時だ」
として，全員の費用を準備して招集した30人規模の世界初
の「ツメガエルに特化した」勉強会だった。私は会場で，
名前しか知らなかった多くの学者とすっかり親しくなった。
おそらくそれで「活性化」されたのだろう，私はその2年後
に始まった2年毎のこのカエルの国際会議（約250人規模）
に休むことなく出席し，いつの間にか32年間に亘るすべて
のこの会議に参加した世界でただ一人の人になっていた。

no. 26

そこで，今回のクレタ島会議の4人の委員全員のサインと
2012年ノーベル賞受賞のジョン・ガードン（John Gurdon）
博士（今回はニュージーランドで講演のため，不参加）の
直筆の文とサインのある表彰状が私に与えられたのだった。
　私は若い頃は新発見により周りが喜ぶのがうれしくて自
分が先頭に立って頑張ったつもりだが，教授になってから
は取り巻きの若者が自分の好きなテーマで学位を取って
育っていくのが楽しみとなり，近年では古い仲間に会うの
が楽しみでこの会に出かけている。思い返せば，私が研究
対象をイモリからこのカエルに替えたのはM2の院生の時で
あり，それが日本でこのカエルが発生学研究に使われた最
初だった。ところで，今回の会議では，従来からあったこ
のカエルのtropicalisという種類（遺伝学的解析向き）の全ゲ
ノムに加え，新たにlaevisという種類（形態学的解析向き）の
全ゲノムが報告された。私の「ひいき目」かもしれないが，
このプランでは東大時代の私の元の研究室の仲間（ダヴィッ
ド博士のラボから来た平良眞規博士，および近藤真理子博
士や伊藤弓弦博士ら）や広島大の鈴木厚博士らが日本側の
中心だった。私はたまたまこの会で今回の「珍しい賞」を
頂いたのだが，これは本当にうれしいサプライズだった。

John G.
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研究最前線

　私たちは，発見されたブラックホールは原始ブ
ラックホール（以後 PBHと表記）である可能性を
指摘した。PBHとは，宇宙開闢0. 1ミリ秒後のま
だ宇宙が超高密度であった時期に，周りよりも高
密度の領域が圧縮されてできたブラックホールの
ことである。理論上はそのようなブラックホール
が存在しても何ら不思議ではなく，またいまだ正
体が分かっていない暗黒物質の候補ともなること
から，1970年頃にPBHの存在可能性が提唱され
て以来，PBHの探索が継続的に行われてきた。し
かし，これまで存在を示す証拠は見つからなかっ
た。そのPBHをLIGO観測所が初めて見つけたか
もしれないのだ。PBHシナリオでは，連星が自然
に作られることが先行研究によって明らかにされ
ており，今回の研究では先行研究を参考にして，
予測されるPBH連星の合体頻度を理論的に求め
た。その結果，PBHが暗黒物質の約 0. 1%を占め
れば，予測合体頻度が LIGO観測所の結果と一致
することを明らかにした。これは天の川銀河内に
約3000万個のPBHがあることに相当する。こう
書くと莫大な数のPBHに思えるが，ブラックホー
ルは基本的には見えないので，このくらいの量の
PBHがあっても他の観測とは矛盾しない。
　LIGO観測所が見つけたブラックホールはPBH

かもしれない。PBHが実在することが確定する
と初期宇宙論に対するインパクトは計り知れな
い。今後の重力波観測でデータが蓄積してくると， 

PBH説を検証できるようになるだろう。
　本研究は，Sasaki et  al. Phys. Rev. Lett . 117, 061101

（2016）に掲載された。
（2016年 8月 3日プレスリリース）

C A S E 1

今回のPBH説で予測される
ブラックホール連星の合体頻
度（縦軸）を，暗黒物質に対
するPBHの比をパラメータ
（横軸）として表したもの。合
体頻度の単位は，1/Gpc3/年
（Gpcは距離の単位でおよそ

33億光年）。LIGO観測所が
発表した合体頻度（0.6～ 12）
も桃色の帯で示してある。

2015年，米国のLIGO（ライゴ）観測所が
ついに重力波を初めてとらえた。
この重力波は2つのブラックホールが合体したときに
放出されたものであり，
この重力波観測により宇宙にはわれわれの想像以上に
ブラックホールがたくさん存在することが明らかになった。
しかも，2つのブラックホールが
お互いを周回する連星の存在も明らかになった。
これらの起源は何なのかという問題が急浮上している。
今回私たちは，見つかったブラックホールは
宇宙ビッグバン直後にできた原始ブラックホールである可能性を指摘した。
これが正しいことが分かると，いまだ解明されていない宇宙の始まりについても
手掛かりが得られたことになる。今後の観測による検証が望まれる。

原
始
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
見
つ
か
っ
た
か
？

　2015年 9月，LIGO観測所がついに重力波を初
めてとらえた。重力波とは，空間の伸び縮みが光
速で伝播する一般相対性理論が予言する「波」であ
り，それが本当に検出されたのだから，これは大
きな科学的成果である。しかし，研究者を驚かせ
たのは，重力波そのものよりは，検出された重力
波をつくり出したのがなんと 2つのブラックホー

ルの合体だということだ。ブラックホールはその
強烈な重力によってすべてを吸い込む天体である。
これまでにも電磁波観測により，ブラックホール
だと思われる候補天体は 20個ほど間接的に見つ
かっていたが，重力波観測によってブラックホー
ルが実在することが鮮明に確認されたのである。
さらに予想外だったのは，これまでのブラックホー
ル候補天体の質量にくらべて，今回見つかった 2

つのブラックホールの質量は双方とも 2～ 3倍ほ
ど有意に大きく，しかもそれらが連星を成し最後
に合体するというこれまで見たことのない現象が
この宇宙で頻繁に起こっていることである。LIGO

観測所による発見後，見つかったブラックホール
がいつどこで生まれ，どのように連星を作ったの

かを解明するこ
とが宇宙物理学
の重要なテーマ
として躍り出て
きた。

須山 輝明
（ビッグバン宇宙国際研究センター 助教）

宇宙に分布する PBH連星のイメージ図。
ビッグバン直後にできた PBHのいくら

かは連星を形成し，その後重力波を放出
し続ける。重力波放出とともに連星のサ
イズは徐々に縮み，最終的に強烈な重力
波放射を伴って合体する。LIGOが観測
したのは，この合体時の重力波である。
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高い耐性を示すヨコヅ
ナクマムシ（札幌市街
地より採取）。ほぼ完全
な脱水にも，ヒトの半
致死量の1, 000倍の放
射線照射にも耐える。

C A S E 2

クマムシという動物をご存知だろうか？
体長数百ミクロンのとても小さい生き物だが，
さまざまな極限環境に対して驚くべき耐性を示し，
放射線に対してもヒトの半致死量の千倍の照射に耐える。
こうした耐性はどのようにして可能になっているのだろうか？
今回，われわれは高い耐性をもつヨコヅナクマムシについて
全ゲノム配列を高精度で解読し，DNAに親和性をもつ新規タンパク質を同定した。
このタンパク質を導入したヒト培養細胞では，放射線によるDNA傷害が半減し，
致死線量の照射後も一部の細胞が増殖能を保持できることがわかった。，

放
射
線
か
らD

N
A

を
守
る

新
規
タ
ン
パ
ク
質
の
発
見

國枝 武和
（生物科学専攻 助教）

　クマムシは，4対の脚でゆっくりと歩く微小動
物で，ほとんどの種は体長 1mmに満たない。分
類学上，昆虫やカニなどと比較的近縁な独自の
「緩歩動物門」を構成する。南極や高山，深海か
らも発見されているが，身近な環境にも生息して
おり道端のコケなどからも見つけることができ
る。陸生種の多くは，周囲の環境が乾燥するとほ
ぼ完全に脱水し，生命活動を一時的に停止した状
態に移行する。乾燥したクマムシは，さまざまな
極限環境に耐性を示し，超低温（ほぼ絶対零度）
や高温（約 100度），真空，超高圧（75, 000気圧），
ヒトの半致死量の 1,000倍の放射線照射に曝露し
た後も，給水することで生命活動を再開できる。
宇宙空間に直接曝露されても生還した初めての
動物である。クマムシは動物として抜群の環境ス
トレス耐性能をもつが，そのメカニズムはほとん
ど分かっていなかった。
　今回，私たちは，クマムシ類の中でも耐性の高
いヨコヅナクマムシ（Ramazzottius  varieornatus）に
ついて，高精度なゲノム配列を決定することに成
功した。ゲノムには約 2万個の遺伝子がコードさ
れており，約 40%が機能未知の新規な遺伝子で

あった。遺伝子発現プロファイルを調べると，乾
燥時も再吸水時もほとんど変化は見られず，耐
性関連遺伝子は恒常的に発現していると考えら
れた。クマムシの極限環境耐性のほとんどは乾燥
状態でのみ観察されるのに対し，放射線に対して
だけは水和した通常の状態でも乾燥状態と同程
度の高い耐性を示す。通常，高線量の放射線は
DNAを切断し生体に深刻なダメージを与えるこ
とから，クマムシにはこれらのダメージを軽減す
る特殊な機構があると考えられた。そうした機構
に関わる候補分子として，クマムシのDNAの近
傍に存在するタンパク質を解析した結果，クマム
シ固有のタンパク質を見出し，Damage suppressor 

（Dsup）と名付けた。Dsupを産生するように改変
したヒト培養細胞では，X線照射による DNA

の切断が通常細胞の約半分に減少することがわ
かった。DsupがX線からDNAを保護していると
考えられる。さらに，Dsupを導入した細胞は致
死線量のX線を照射した後も一部が生存し増殖す
ることがわかった。
　これらの結果は，クマムシ固有の遺伝子が耐性
能力に重要な役割を果たすことを示すとともに，
その遺伝子の導入によって他の生物の耐性能力を
向上できることを明らかにした。クマムシのゲノ
ムにはDsup以外にも機能未知の新規遺伝子が多
数コードされており，今後も耐性に寄与する新た
な遺伝子が続々と見つかることが期待される。
　本研究成果は，T. Hashimoto  et al . , Nature Comm. 

7. 12808 （2016）に掲載された。
　（2016年 9月 21日プレスリリース）

橋本 拓磨
（東北大学 助手）※

※ 生物科学専攻  博士研究員
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　マウスに 2つの積み木を 5分間呈示して探索さ
せ記憶させる。その 24時間後に，最初に呈示し
た積み木のひとつと新しい形の積み木ひとつを呈
示する。マウスが初めに呈示した積み木の形を覚
えていれば，新しい積み木を探索する時間が長く
なる。これはマウスの好奇心を利用した一般的な
記憶効率の測定法である。このテストを一日のう
ちのさまざまな時刻に行うと，マウスの活動期の
前半（マウスは夜行性なので夜の前半にあたる）
に記憶効率が最高に達した。記憶は脳の海馬が司
ることはよく知られているが，海馬から遠く離れ
た場所に位置する視交叉上核という脳内の神経核
を破壊すると，このような記憶効率の時刻変化は
消失し，どの時刻にも記憶できなくなった。視交
叉上核は体内時計の中枢であり，この実験から中
枢時計が学習効率の時刻変化を生み出す事が分か
る。時計は海馬にも存在するが，この海馬時計は
中枢時計の支配下にあることが知られている。遺
伝子工学的な実験手法を使って海馬時計だけを破
壊したところ，やはり記憶効率の時刻変化は消失
し，どの時刻にも記憶できなくなった。これらの

ことから，記憶効率の時刻変化は，海馬時計を介
して視交叉上核の時計中枢によって支配されてい
ることがわかった。いっぽう， 8分後におこなっ
た短期記憶テストでは，一日を通して一定の記憶
効率を示し，さらに視床下部の中枢時計や海馬の
末梢時計を破壊しても何ら影響を受けなかった。
つまり，短期記憶は一日のどの時刻でも可能だが，
これを長期記憶として固定化する過程が体内時計
の制御下にあり，時刻によって変化することがわ
かった。
　では，どのような仕組みで長期記憶の日周リズ
ムが作られるのだろうか。体内時計が記憶の固定
化を制御するためには， SCOP というタンパク質
を中心とした一連のシグナル伝達機構が重要な役
割を果たすことが明らかになった。海馬の神経細
胞において， SCOPは記憶の固定化に関わるタン
パク質（K-Ras）を抱き込むことで長期記憶を形
成するためのポテンシャルを蓄える。海馬時計の
制御によって海馬の SCOP 量が時刻変化し，これ
により，長期記憶形成のポテンシャルを一日の活
動期の前半だけに蓄えるのである。同じ学習シグ
ナルが海馬に到達しても，これを固定化する過程
で働く分子の量が変化しているので，長期記憶に
時刻変化が生み出されていることがわかった。
　ヒトでも記憶しやすさには時刻変化があると言
われているが，今回発見した仕組みはヒトにもあ
てはまると考えられる。このような記憶の固定化
の時刻変化を利用すれば，より効率よく学習効果
を上げることができるかもしれない。
　本研究成果は，K.  Shimizu  et  al., Nat. Commun., 7,

12926（2016）に掲載された。
（2016年 9月 30日プレスリリース）

一日の時刻によって記憶のしやすさは違うのだろうか。
もし違うとしたら，どの時刻に記憶しやすいのだろうか。
また，どんな仕組みで時刻による記憶効率が変化するのだろうか。
マウスを用いた長期記憶テストの結果，
活動期の前半に学習させると記憶効率が最高に達した。
記憶は脳の海馬に蓄えられるが，この記憶保持の調節には
視床下部の中枢時計と海馬の末梢時計が深く関わっていた。

記
憶
効
率
が
一
日
の
時
刻
に
よ
っ
て
変
化
す
る
仕
組
み
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深田 吉孝
（生物科学専攻 教授）

清水 貴美子
（生物科学専攻 助教）

記憶効率の測定法。写真は
積み木Cをマウスが探索し
ている様子。
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学生・ポスドクの
研究旅行記

Prof ile遠 方見聞録

昨年から知己になっ
た研究者の友人たち

と，船上の懇親会に
て。

　道路がとても滑らかだ。
　アムステルダムから南に 1時間ほどの田
舎町，ライデン。24時過ぎに到着した駅で，
宿までの最終バスがすでに出発したことを
知る。暗闇の中，とぼとぼと歩き出してほ
どなく気づいたことである。
　思えばオランダとは自転車大国である。
水路と調和したキレイな町並みの夜の散策
を，軽やかにすべるスーツケースとともに，
私は楽しみ出していた。悔やまれるのは旅
行のときにはいつも持ち運ぶ，ペニーとよ
ばれる小型のスケートボードを，今回は日
本に忘れてきたことである。旅では慣れな
い土地でのラストワンマイルに泣くことが
常である。そんなときペニーはとても便利
であり，ペニーで感じる道路の肌触りは身
体感覚の拡張であったりする。見知らぬ土
地の開発や歴史に，足下に伸びた感覚を通
して想いを馳せることは，しばしば私を新
鮮な気持ちにさせてくれる。
　ライデン大学ローレンツセンター（Lorentz 

Center，Universiteit Leiden）で開催された議
論中心型研究会「 Physical Characteristics of 

Normal Galaxies at z > 2」が今回の渡航の主
目的である。業界で名を馳せる研究者達に
よるレビュートークや最新の研究成果発表
だけでなく，テーマを絞ったディスカッ

ションタイム，小グループに別れてのディ
スカッションからグループ毎での発表，度
重なるコーヒーブレイク。それらが月曜の
朝から金曜の夕方までみっちりと並ぶ。ま
た参加者は期間中，4 ~5人毎に立派なボー
ド付きのオフィスが与えられ，主催者が手
配するホテルは全員同じ。時間・場所問わ
ず，気づけばそこらかしこで議論が起きて
いた。
　修士 2年の春，初めて海外の研究会に参
加したときは地獄であった。日本人は私 1

人，知り合いはもちろんゼロ。懇親会時には，
論文でよく見る著名な研究者を無理矢理捕

繋がる先に

2014年 東京大学理学部天文学科 卒業
2016年 東京大学大学院理学系研究科
 天文学専攻修士課程 修了
2016年～ 同博士課程在籍
2016年～ 日本学術振興会特別研究員（DC1）

藤本 征史
（天文学専攻 博士課程1年生）

第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第第 1第 1第第第第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第 1第第第 1第 1第 11第 1第 1第 1第第 111第 1第第 7回7回7回7回7回7回77回7回7回7回回回7回7回7回7回7回7回7回7回回7回7回7回7回7回7回7回7回7回77回7回77回7回7回回7回7回77回7

どと自然と会話が続く初対面の方，逆に「君
の論文読んだよ」と声をかけてくれる方。
繋がり出した研究者の輪の中に，しかと私
は立てていた。やることを粛々とやり続け
る。見えてくる景色も，少しずつ変わって
来たのかもしれない。
　金曜日の研究会終了後，夜にはストック
ホルムの地に立っていた。共同研究者との
議論と，彼の研究所でのセミナートークが
目的である。週末を挟むので，彼女と同棲
するという彼の家にステイさせていただい
た。ストックホルムから車で 40分ほどの
山の中。鶏が鳴くこじんまりながら可愛
らしい内装の一軒家は，物価が高いと言わ
れるスウェーデンで家賃はたったの 6万円
ほど。家からでも年に 3回は見えると言う
オーロラの写真はとても美しく，寒いなが
らも暖炉の柔らかな温かさに包まれる生活
をしばし夢想した。
　翌月曜日，セミナートークも無事に終わ
り，夕方には帰路についていた。今回の渡
航を振り返った。道路も人も，滑らかな繋
がりを見せていた。繋がる先は何だろう。
わからないからまた，勇気を出して歩を進
めるだけである。共同研究者宅にて，ウィーンのワインとパンプキンスープ。

昨年から知己になっ
た研究者の友人たち

と，船上の懇親会に
て。

まえるものの，会話も続か
ず当たり障りのない挨拶が
1，2分ほどで済んでしまう。
同じく暇そうに見える海外
の学生を見つけては話しか
けたりもしたが，そんな彼
らの名前も今では思い出せ
ない。精一杯であった。
　そんな私も気づけば，「久
しぶり」とハグで始まる知
己の方から，「あなたのと
ころの学生とこの前～」な



マウス腫瘍内がん細胞にたどり着いた蛍光標識抗がん剤の像

樋口 秀男
（物理学専攻  教授／生物科学専攻兼担）

「生物物理学」とは，生物の機能や構造を根
元から理解することを目指す学問領域

である。名前に「物理学」と入ってはいるが，「生
物を根元から理解する」点においては，学問領域
を問わない。実際，私が生物物理学会に入会した
1981年頃の学会員は，物理学科に所属する研究
者よりも，生物学科・医・工・農学部などに所属
する研究者の方が多かったと記憶している。学会
で異なる分野の研究者と議論を交わすうちに，自
然と生物物理学と他の学問とを融合した研究に興
味を持つようになった。
　最初の融合研究は，修士課程修了後（1983年）
に慈恵会医科大学の生理学教室の助手になったの
を機に始まった。この教室は，医学部の堅苦しさ
はなく「自分で考えた研究をする」自由な学風を
持っていた。私は，研究テーマを見つけるために，
生理学教室先代の名取礼二教授（後に文化勲章受
章）の論文を読み，筋肉内の弾性構造体の存在を
示唆した論文を見つけ，それが未解決であること
が分かり研究テーマに選んだ。弾性体の力学測定
や筋収縮との関連を調べる生理研究を進めるいっ
ぽうで，千葉大生物の丸山工作研との生化学研究，
早稲田大物理学科船津高志さんとの電子顕微鏡観
察など多くの領域を跨ぐ共同研究を行った。その
結果，コネクチン（別名titin）が弾性体の主成分
であり，収縮タンパク質に結合し筋収縮を安定化
することが明らかとなった。
　生理学教室からERATOプロジェクト（総括責
任者：柳田 敏雄大阪大学教授）にて1分子研究を
行った後，東北大工学部に赴任し，細胞内1分子
観察の研究がまとまった2003年の頃だった。研究

会の懇親会の際，東北大医学部腫瘍外科の大内憲
明教授にマウス内の薬物1分子を観察する夢を
語ったところ，教授はこれに興味を持ち共同研究
がスタートした。大内研博士学生の多田寛君が手
術のスキルを活かしたマウス腫瘍の解剖などの実
験を進めるいっぽうで私は，マウス内1分子を観
察するための装置開発を進めた。2005年頃，マウ
ス内の悪性腫瘍に対する抗がん剤（抗体）に蛍光
を結合し，これがマウス内血管を脱出し，がん細
胞に結合後，細胞内を運ばれるといった薬物送達
過程の1分子観察ができるようになった。臨床の
基礎研究と生物物理が融合した瞬間だった。
　2008年に現職となり，物理の世界に戻ってきた。
最初の数年間は，東北大での研究を論文にまとめ
るのに時間を割いたが，合間に物理学教室でどん
な研究を始めるかを模索した。長年，多種類の分
子モーターの1分子運動測定を行ってきたので，
分子モーターに共通な性質に興味を持っていた。
そこで，東北大学理論物理学者である佐々木一夫
さんに相談して，生体分子モーターに共通な理論
を創る共同研究を開始した。3大分子モーター（ミ
オシン，キネシン，ダイニン）の1分子運動は，
少数の反応経路の解析解で説明できることが分か
り，分子モーターの1方向運動の戦略が見えてきた。
　異分野融合の研究は相手が「面白い研究」と感
じたときからスタートし，研究が進むにつれて，
その領域独特の「言葉」「文化」「思考」を知り理
解することで，研究が深まることをこれまでに経
験した。こう難しく考えなくとも，異分野の研究
者と飲みながらフランクに話せは，融合研究は自
然と発生し進展するのである。

生物物理学と
他の領域をゆらぐ

第3回

0808



アメリカ特許法を学ぶ研
修参加のために滞在した
ワシントンD. C .にてセ

グウェイ試乗中の筆者

　弁理士は，知的財産に関する業務の専門家である。
弁理士の数は日本全国で11, 099人（2016年9月30日現
在），東京大学の学部学生の数14, 047人（2016年5月1

日現在）よりも少ない。理科系出身の弁理士は8, 814

人，弁理士全体の約8割を占める。弁理士は法律の
専門職なので「理系の弁護士」のような資格と言う
人もいるが，私は少し違和感がある。弁護士のおも
な仕事は，すでに持っている権利（たとえば所有権
など）に基づいて相手方に何かを請求することであ
るが，弁理士のおもな仕事は，権利をつくり出すこ
とであるという点で，弁護士の仕事と弁理士の仕事
は全く異なる。権利をつくり出すというのは語弊が
あるかもしれない。たとえばここに1つの技術的な
創作があったとして，それ自体は何の権利でもない
し，技術的な創作には形が無いので，一体どこから
どこまでが従来から存在する技術であって，どこか
らどこまでが創作の範囲であるのかも良く分からな
い。そのような技術的な創作を言語化してその範囲
を定義し，特許庁とのやりとりを経て特許権という
権利を取得するのが弁理士の仕事である。取得する
権利の範囲をどのように定めるかは弁理士の個性や
力量によって異なる。権利範囲の定め方によって，
将来係争となったときに権利者に有利になることも
あれば不利になることもある。そういった先のこと
まで考えて最善の権利範囲を定めるべく，読点ひと
つまでにも気を配って技術的思想を言語化するのが
弁理士である。
　弁理士は，特許権以外にも実用新案権・意匠権・
商標権も取り扱う。実用新案権は技術的な創作，意
匠権は工業デザイン，商標権は業務上の信用をそれ
ぞれ権利化したものである。理科系出身の弁理士の
場合，特許業務を専門とする人が多いが，意匠や商
標に関する業務を行う人もいる。私もその一人で，
特許と意匠の両方を扱っている。弁理士に理科系出
身者が多いのは，技術を理解するためには理科系の
知識が必要だからである。大学や大学院で自分が学
んだ分野の技術の仕事を扱うことができれば好まし
いが，実際には受任した案件の技術分野が自分の専

門分野と完全に一致するということはあまりない。
私の場合も，理学部地学科（地質学・鉱物学；現在
の地球惑星環境学科）を卒業後，修士課程は小暮敏
博先生（現地球惑星科学専攻教授）の研究室で原子
間力顕微鏡を用いた鉱物微細構造の解析をテーマと
した研究を行ったが，仕事で鉱物微細構造に関連す
る技術を扱ったことは今までに一度だけしかない。
　理学系研究科の出身者は，「自然現象から法則を
導く」ということに少なからず関心があるのではな
かろうか。新しい装置・新しい素材・新しい薬品な
どの具体的な技術を分析してコアとなる技術的思想
は何なのかを抽出する弁理士の作業は，理学系研究
科出身者の思考方法に親和するものであると思う。
また，弁理士は，法改正や制度改正に対応すべく法
的知識を常にアップデートする必要があるだけでな
く，さまざまな技術の進歩にも関心を払い続ける必
要があり，職業人生において生涯勉強し続けること
を求められるので，物事を探求する理学系マインド
が大いに生きる職業であると思う。

PR
OF

IL
E

1999年 東京大学理学部地学科（地質学・鉱物学）卒業
2001年 東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻 修士課程 修了 

同年 日本板硝子株式会社 入社
2006年 弁理士登録
2007年 中村合同特許法律事務所 入所

工藤 由里子
（中村合同特許法律事務所 弁理士）

形無きものから
法的権利を生み出す

第
1 6回

09
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「東京大学連携研究機構」制度を活用し， 

同年12月1日に光量子科学連携研究機構を
発足した。本連携研究機構は，理学系研究
科附属フォトンサイエンス研究機構，工学
系研究科附属光量子科学研究センター，物
性研究所附属極限コヒーレント光科学研究
センターの 3組織を中心として構成し，各
組織間の連携による学術研究，産学連携を
加速させると共に，多様な組織から人材が
集積している特徴を生かし，将来の中核人
材育成を推進する「フォトンサイエンス知
の協創プラットフォーム」の実現を目指す

ものである。具体的には， 

(1)　光科学関連研究分野の連携による研
究の加速と医学，生物学，薬学，農学など
異分野との連携構築
(2)　他大学，国研，産業界を巻き込んだ
大型プロジェクトの中核としての求心力の
構築とその連携を活用した新規プロジェク
トの企画・実施
(3)　海外の研究機関，企業との連携・協働
関係の構築
(4)　多様な組織で構成されるプロジェク
トを活用した若手研究者の育成
を推進する。また，すでに取り組んでいる
「先端光量子科学アライアンス」，文部科学

学系研究科，工学系研究科，物性研
究所では，2016年度に創設された理

湯本 潤司（光量子科学連携研究機構長／フォトンサイエンス研究機構長／物理学専攻 教授）

光量子科学連携研究機構発足 知の協創世界拠点に

10

シンポジウム会場での集合写真

理
して， 2016年11月21日に小柴ホールにおいて，
国際学術シンポジウム（ I n t e r n a t i o n a l 

S y m p o s i u m i n C o m m e m o r a t i o n o f t h e 1 3 0 t h 

Anniversary of MMBS）を開催した。臨海実験
所が三浦に設置されたのは，世界でもっとも
生物相が豊かで，多様な海洋動物種が得られ
ることによる。創立以来，本学はもとより国
内外から多くの研究者や学生が訪れ，海洋生
物の研究，教育が行われてきた。とりわけ優
れた研究として，井上信也博士による偏光顕
微鏡の開発とウニ胚を用いた細胞分裂装置の
発見，団ジーン（ Jean Clark Dan）博士による
受精における精子先体反応，毛利秀雄博士に
よる微小管タンパク質チューブリン，金谷晴
夫博士による卵成熟ホルモンの1-メチルアデ

ニンの発見など，枚挙に暇がない。シンポジ
ウムでは， 福田裕穂理学系研究科長の挨拶に
続いて，筆者が臨海実験所の歴史を紹介し，
臨海実験所を拠点として現在行われている研

学系研究科附属臨海実験所は2016年
で創立130周年を迎えた。これを記念

赤坂 甲治（臨海実験所所長／生物科学専攻 教授）

創立130周年を迎えた附属臨海実験所

究について，生産技術研究所の巻俊宏准教授，
理学系研究科地球惑星科学専攻の遠藤一佳教
授，国立科学博物館の藤田敏彦グループ長
（生物科学専攻教授併任），大気海洋研究所の
木暮一啓教授，附属臨海実験所の吉田学准教
授が講演し，最後に理学系研究科と学術交流
協定を締結しているワシントン大学フライ
デーハーバー臨海実験所（Fr i d a y H a r b o r 

L aboratories，The Universit y of Wa shing ton：
F H L）所長の， ビリー・スワラ（B i l l i e J . 

Swalla）教授が臨海実験所の将来的な役割に
ついて講演した。東京大学動物学教室初代教
授エドワード・モース（Edward S.  Morse）博
士の御子孫のパトリシア・モース（Pa t r i c i a 

Morse） FHL客員教授も出席され，活発に議
論が行われた。

省革新的イノベーション創出プログラム
（COI STREAM）「コヒーレントフォトン
技術によるイノベーション拠点」，「最先端
融合科学イノベーション教育研究コンソー
シアム」に加え，今年度採択された新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「高
輝度・高効率次世代レーザー技術開発」な
どのプロジェクトを推進するにあたり，そ
の活動の中核としての役割を担い，卓越し
た知の創出，その社会実装への展開にもつ
なげ，新たな社会的価値創造に貢献する。
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博士学位取得者一覧

   種別 専攻 取得者名 論文題名
2016年 10月 24日付（1名）

課程 生化 中野　 純 扁桃体基底外側核に存在する SCOP/PHLPP1βによるマウス不安様行動の概日制御（※）

2016年 10月 31日付（1名）

課程 生科 大嶽 茂雄 成体ウズラの精巣における光周期による性分化関連遺伝子の発現制御とその AMH情報伝達系へ
の関与 （※）

2016年 11月 21日付（3名）

課程 物理 川瀬 頌一郎 核子あたり 250 MeV での（p ,2p）反応による酸素同位体の陽子一粒子状態の研究 （※）

課程 化学 余　 昊 寄生性線虫コファクター非依存性ホスホグリセリン酸ムターゼに対する大環状ペプチド阻害剤の
開発 （※）

課程 生科 倉島 　陽 日本周辺海域における吸葉目（扁形動物門：条虫綱）の分子系統に基づく分類学的研究 （※）

   異動年月日 所属 職名 氏名 異動事項 備考

2016.11.19 ビッグバン 特任教授
RICHMOND 
MICHAEL 
WILLIAM

任期満了

2016.11.30 生科 特任助教 藤井 雅史 辞職

2016.12.1 地惑 教授 狩野 彰宏 採用 九州大学大学院比較社会文化研究院から

2016.12.1 化学 助教 藤野 智子 採用

2016.12.1 生科 助教 藤井 雅史 採用 特任助教から

2016.12.31 地惑 助教 三浦　 彰 辞職

2016.12.31 生科 助教 柚木 克之 辞職 理化学研究所へ

2017.1.1 天文 助教 廿日出 文洋 採用

2017.1.1 地惑 特任助教 桑山 靖弘 辞職

人事異動報告

（※）は原題が英語（和訳した題名を掲載）

新任教員紹介

役職 教授
所属 地球惑星科学専攻
着任日 2016年12月1日
前任地 九州大学
キーワード

地球史科学，地質学

狩野 彰宏  KANO, Akihiro
Message

生命と地球の成りたちと行く先を空想しながら仕事を
しています。東大で働くのも，東京に住むのも初めて
ですので，毎日が発見です。どうぞよろしくお願いし
ます。

新しく理学系研究科教授会構成員となった教員を紹介します。
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